
様式３ 

(材質）

　　【物・文化財・風景など実態のあるもの】

地域独特の呼び方 － －

ふくしまの森林文化調査カード №３４

県　HP公開の可否　(　可　・　否　）

区　分
　1．森づくり

分野（ふりがな）

(大きさ)

伝承地域 －

由来(年代)

内容

－ －

　1895（明治28）年8月、馬場都々古別神社（東白川郡棚倉町）から福島県へ
提出された書類に添付された絵図。

文化財等の指定状況

2．森の恵み 3．森と技

　4．森と暮らし 5．森の文化財 6．森の風景

タイトル 古社寺調　二神社ノ部　西白河・東白川・石川・田村　福島県神社庁文書29号

（分野） （ふりがな）

「古社寺調」絵図 「こしゃじしらべ」えず

　馬場都々古別神社の建物と境内が彩色で詳細に丹念に描かれて、境内に
は杉・赤松・広葉樹が生い茂っている様子がわかる。「古社寺調」は1895（明
治28）年に福島県が実施した寺社の文化財調査報告書で、福島県神社庁文
書は明治初期から昭和前期にかけての福島県の公文書群である。

－

交通アクセス 市内バス：福島駅東口～市内循環バス～「文化センター入口」下車　徒歩5分

見頃

大きさ・材質

－

問い合せ先 福島県歴史資料館（℡：０２４－５３４－９１９３）
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「古社寺調」絵図貼付

　【フリーフォーマット】
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